


パート労働指針上求められている
短時間労働者に対する措置

労働者保護法令の遵守、及び就業
の実態、通常の労働者との均衡等を考
慮した処遇

１ 適正な労働条件の確保

労働条件の明示、就業規則の整備 等
賃金、賞与及び退職金については、その就
業の実態、通常の労働者との均衡を考慮して
定めるよう努める。

２ 教育訓練の実施、福利厚生の充実その他
の雇用管理の改善

教育訓練の実施、福利厚生施設の利用、通

常の労働者への応募機会の付与等、転換
に関する条件の整備 等

３ 職務の内容、意欲、能力、経験、成果等に
応じた処遇に係る措置の実施

４ 労使の話合いの促進のための措置の実

施

処遇に関する説明、意見聴取機会の確保、

苦情処理

５ 短時間雇用管理者の選任

すべての短時間労働者

職務が同じ短時間労働者

職務、及び人材活用の仕組み、運
用等が実質的に異ならない短時
間労働者

通常の労働者と処遇の決定方法を

合わせる等の措置を講じた上で当該

短時間労働者の意欲、能力、経験、

成果等に応じて処遇することにより、

通常の労働者との均衡の確保を図

る

「処遇の決定方法を合わせる」とは、賃金
等の処遇の決定方法を同じにすることであ
り、例えば、賃金については通常の労働者
と短時間労働者で同じ体系の賃金表を適
用すること、支給基準、査定や考課の基準、
支払形態を合わせることである。

通常の労働者と異なる

程度を踏まえつつ、その

意欲、能力、経験、成果等

に応じた処遇に係る措置等

を講ずることにより、通常の

労働者との均衡を図る

（注）赤字はパート労働法上も規定が置かれている。
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